



Relationship between Conscious and Unconscious
Positive Aspects of the Personal Unconscious
Minoru Katou
The unconscious mind is the source from which the ego emerges, and with it we embark on our life in
society. Once life in society has begun, whatever goes against the ego’s way of living is unconsciously re-
pressed.
The shadowy and negative existence of this repressed world creates pshchical tension for the ego. S.
Freud believed that the purpose of psychotherapy was to make this repressed negative unconscious（com-
plexes）conscious, and he worked at doing so throughout his life.
On the other hand C. G. Jung insisted that a positive productive side to the unconscious（complexes）
exists, and with it he constructed Jungian theory.
In this research I have put forward an analysis of the role of the unconscious. As a result I came to un-
derstand that, while the personal unconscious is a negative existence, it also plays a positive role in protect-
ing the ego from the collective unconscious. While complexes work to threaten our ego, at the same time
they also work to protect it. The destructive nature of the collective unconscious is so intense that the ego
needs protection from it. Thus I came to see the efficacy of the personal unconscious in the protection of
the ego. In the future I would like to deepen my research into the workings of the unconscious mind and its
affects on the conscious mind.

























































































































































































































































































































































































































１０２ 加 藤 實
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２ 河合隼雄「無意識の世界」 日本評論社 １９９７ p８
３ 河合隼雄「コンプレックス」 岩波新書 １９７１ p１１４
４ マックス・リュテイ 小沢俊夫訳「ヨーロッパの昔話」 Das europaische volksmarchen 岩崎美術社 １９６９
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６ ユング 林道義訳「元型論」 紀伊國屋書店 １９９９ p１０～p１１
７ ユング 河合隼雄 藤縄昭 出井淑子訳「ユング自伝２」 みすず書房 １９７３ p７２
８ ユング 同上 p７４
９ ユング 林道義訳 元型論 紀伊國屋書店 １９９９ p４７７～p４７８（訳者解説欄―意識と原形の関係から）
１０ 岩崎武夫「さんせう太夫考 中世の説経語り」 平凡社 １９７３ p８～p９
１１ 河合隼雄編「無意識の世界」 日本評論社 １９９７ p１６――夢と無意識（大場登）
１２ 氏原寛「心の一生―ユング派に依るこころの原風景」 ミネルヴァ書房 １９９０ p６６
１０７意識と無意識の関係
註１ 無意識を最初に扱ったのは，F, W, Schelling １７７６―１８５４とされている（シェリング 西村啓治訳「人間的自由
の本質」岩波文庫）一般的には無意識はフロイト（Freud, sigmund１８５６―１９３９）により発見されたとされてい
る。ユング（Jung, carl, gustav１８７５―１９６１）はフロイトの影響を受けて無意識の概念を発展させた一人である。


















１０ Henri, F, Ellenberger木村敏 中井久夫監訳「無意識の発見」 上下 THE DISCOVERY OF THE UNCONSCIOUS
弘文堂 １９８０
１１ 深層心理学における自己 selfを言う。
１２ ここでは一般的に論じられている個人的無意識 personal unconsciousnessと普遍的無意識 collective unconscious-
nessを考える








きそである。―ユング心理学入門 培風館 １９６４ p９４ 河合隼雄
なお上記 註１４，註１５の出典は The Structure and dynamics of the Psyche による
１６ 個人的無意識の中にはコンプレックスが形成される。このコンプレックスは言語連想検査法，夢分析等で存
在を確認されている。この考えに従う。




床大事典 氏原寛ほか共編 培風館 １９９２年 p１０２２より）
２０ フロイトによって解明された概念。従って，個人的無意識の分析理論として研究されている。ここでは普遍
１０８ 加 藤 實
的無意識に適用を試みようとする。
２１ エーリッヒ・ノイマン Erich Neumann １９０５～１９６０ 分析心理学者
２２ ウロボロス uroborosは円をなして自分の尾を飲み込む蛇として描かれている。ノイマンはこの蛇ウロボロス
を自己完結性として描き人の始源を象徴するものとした。









は受けていないとされているが（氏原寛「心の一生」 ミネルヴァ書房 １９９０ p６７）ここでは心理治療を含
めてコンプレックスへの関わりを認めるものとする。
２９ 河合隼雄「コンプレックス」 岩波新書 １９７１ p７５
「コンプレックスは心的生命の焦点であり，結節点である。これは無くなってはならないものである。あぜ
ならば，コンプレックスがなくなれば，心の活動は静止してしまうであろう。」
この文は Jung, C G Modern Man in Search of a Soul「魂の探求者としての近代人」を河合隼雄が訳したもの
３０ 氏原寛「心の一生」 ミネルヴァ書房 １９９０ p６７






３６ コンステレーション constellation 布置
「すぐに原因と結果とをむすびつけるのではなく，いろいろな事柄の全体像を把握することをコンステレー






３９ 逃竄譚は，関敬吾「日本昔話大成第６巻」 １９７８ p１３１～２８８
４０ フロイトはコンプレックスの否定的側面に着目した。ユングは肯定的な面をも認めようとした







４７ クリス Ernst kris（１９００～１９５７）精神分析学者（自我心理学派）
４８ 創造的退行 creative regression クリスの「自我による自我のための退行」の概念をシエーファー R・Schafer
１９５４が名付けたもの。
１０９意識と無意識の関係
４９ 一次過程 primary process フロイト（S・Freud）が用いた概念 本能的にしたいことをすぐに満足させよう
とする過程――カウンセリング辞典（国分康孝編誠信書房）より
５０ 全体性 wholeness ユングが用いた概念で，意識無意識を含めたもの









































１１０ 加 藤 實
どごまで逃げだて追いかねすねぞ」ブーン，ブーン，とあんさんの前になり後になりして追て来るど。なんぼ走っ
ても走ってもだめだお。ほうして，食われるどいうときな，あんさん，蓬，菖蒲のいっぺあっどさ出だど。蓬，
菖蒲は節供にさすもんだじゅすな。いっぺあっとさ入って，ヒタツとは，うちひてなあて（うつぶせになって）
隠ってたなですと。ほすっと来たど，こんだ，鬼だもんだお，それごそごしやえで（怒って）ブーン，ブーン，
と飛んであな。グリグリ，と回り回りしてな。「ああ。ああ。ほごさいだな。ひと思いに食ってしまいでげんと。
ほごさ入れば，おれの命あないし。ああごしゃげる」ブーン，ブーン，と舞って歩ぐど。「そごさ入ると，蓬と菖
蒲じゃからだが溶げるていうし」と，いつまでも，いつまでもほうして嫁こまだ口説くもんだけど。とうどう，
食いかねで消えだもんですけど。んださげて，五月の節供というと，菖蒲ば軒先ささしたりするし，蓬も魔物除
けに，一緒に屋根ささすように，昔からするなですけど。とんびすかんこ・ねっけど。 山形県新庄市
１１１意識と無意識の関係
